
( 月 ) 天候 晴れ 32.2 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 437 261 167 380 115

トマト 343 244 141 380 90

ピーマン 109 75 145 115 95

なす 229 140 164 296 77

だいこん 298 387 77 342 87

キャベツ 932 682 137 702 133

レタス 447 285 157 391 115
ねぎ 178 165 108 158 113

計 5,572 4,536 123 5,130 109
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本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 ○♯ きゅうり 福島 5㌔ AM 近在 ♯
トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ ♯ トマト 北海道 4㌔ ALM 青森 ♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ △♯ ミニトマト 福島 200㌘ ＡＭ 青森 ♯
ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ○ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯
な　す 4㌔ AL B袋 ○ なす 群馬 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ ♯ キャベツ 群馬 10㌔ ＡL 長野 ♯
だいこん 10㌔ ＡＬ ２L ♯ だいこん 青森 10㌔ ＡＬ 千葉 ♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ ○♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 露地 ♯
レタス 10㌔ Ａ16 レタス 長野 10㌔ ＡＬ

アスパラガス 100㌘ ＡＬ ♯ アスパラガス 東北・長野 100㌘ ＡＬ 九州 #
ねぎ 5㌔ ＡＬ束 Ａ2Ｌバラ ♯ ねぎ 近在 5㌔ AL束 ２Lﾊﾞﾗ ♯

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ ♯ ズッキーニ 長野 ２㌔ ＡＭ ♯
生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㎏ ♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ ♯
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東北産・近在産中心に落ち着いた入荷となったが、気温高から量販店の荷動きが鈍く、相場は「もちあい」となった。

販売状況は、夏休みによる給食需要の減退で、相場はミニトマトで「弱もちあい」となったが、入荷量減少のピーマン・ほうれん草、特売で売込みをかけているなすで「上げ～
やや上げ」となり、その他は概ね「もちあい」となった。

本県産・東北産中心に落ち着いた入荷となったが、売り込みに対して不足感が強く、相場は「上げ」となった。

長野産中心の入荷となったが、売り込みに対してやや不足感があることから、相場は結球「もちあい」、非結球「強もちあい」となった。

近在産中心の入荷となり、数量は微増傾向ではあるものの特売等により一定の引き合いがあることから、相場は「上げ」となった。

近在産・本県産中心にやや多めの入荷となり、量販店中心に荷動きが鈍いことから、相場は「もちあい」となった。

福島産・本県産中心の入荷となり、全体量は日々増量傾向にあるものの引き続き量販店の引き合いが強く、相場は「強もちあい」となった。

近在産・東北産中心の落ち着いた入荷となり、量販店の荷動きが鈍いことから、相場は「もちあい」となった。

長野産・本県産中心の入荷となり、量販店を中心に一定の荷動きがあり、相場は「もちあい」となった。

令和6年7月22日

概況

2,0002,300～2,000

：

1,300～1,200

入荷状況は、関東以南で梅雨明けとなり、好天と気温上昇から概ね順調な入荷量となった。

150～1202,300～2,000

近在産・本県産中心に気温高から少なめの入荷となっており、一定の引き合いがあることから、相場は「やや上げ」となった。

概況

全　般

北海道産・東北産中心の落ち着いた入荷となり、荷動きは鈍くないため相場は「もちあい」となった。

北海道産・東北産共にやや多めの入荷となり、大玉規格中心に荷動きが鈍いことから、相場は「弱もちあい」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


